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平成31年２月４日 

十日町市中条公民館 

 

 

岡山県総社市山手地区から児童51名が来訪し、中条地区の児童と交流します。この交

流は平成９年から継続しており、「冬交流」としては23回目となります。 

なお、この山手交流を含めた中条小学校と地域の取組みが「中条小学校地域学校協働

活動」として文部科学大臣表彰を受けたことから、２月８日の引率者歓迎会にあわせて

報告会を行います。 

 

１ 主 催 山手・十日町市中条交流実行委員会 

 

２ 目 的 添付資料のとおり 

 

３ 日 時 平成 31 年２月８日（金）～２月 10 日（日）までの２泊３日 

 

４ 場 所 中条小学校及び市内各所 

 

５ 主な内容 

① 岡山県総社市山手小学校６年生 51 名と引率者 14 名の訪問団が中条地区を訪問 

② 山手小学校６年生が、中条小学校６年生児童の自宅を中心にホームステイを実施 

③ 市内の施設見学や中条小学校での雪遊び体験を行う 

 

６ 日 程 添付資料のとおり 

 

７ 添付資料 

① 交流の目的等に関する資料 

② 山手・中条冬交流日程（児童） 

第 23回岡山県総社市山手地区と十日町市中条地区の 

冬交流の開催について 

■お問合せ先  

 十日町市中条公民館 

 担当：宮澤、小林 ☎025-752-2748（内線IP 4020）  

十日町市 



交流の目的  

 

 

【交流のきっかけ】  
 
 今から683年前（1336年：南北朝の時代）、中条地区に居城が
あった大井田氏経（おおいだうじつね）が、岡山県総社市山手地区（旧
名称：山手村）にあった福山城にたてこもり、後醍醐天皇（ごだいご
てんのう）側の武将として、足利尊氏と激しい「戦」を行いました。 
このような歴史的背景をきっかけに、平成９年冬から、夏は中条

小学校の６年生が、総社市山手地区を訪問し、冬は山手小学校の６
年生をお招きする交流が始まりました。  
 
 
【交流の目的】  
 
 南国と雪国との地域間交流を行うことで、お互いに住む地域と交
流先の地域との生活や歴史文化など体験でき、自分たちが住む郷土
を見つめ直すきっかけとし、より良い学校生活をおくること。また、
自らの成長をうながすことなどを目的として行われています。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡 山 県  

総社市 




